
 

2026 年（第 20 回）若手外国人農林水産研究者表彰 

受賞者の業績概要 

 

受賞者名（敬称略） 

（年齢、性別、国籍） 

Sourou Angelot Paterne AGRE 

スルー・アンジェロ・パテルヌ・アグレー 

（38 歳、男性、ベナン） 

所属 国際熱帯農業研究所 

業績名 育種、ゲノミクス、イノベーションの統合によるアフリカ

におけるヤムイモ生産の変革 

【業績概要】 

サブサハラアフリカ地域で重要な食用作物であるヤムイモについて、病害抵抗性

や収量、品質等に係るゲノム領域の特定やそれら形質に係るマーカーの開発、ゲノム

情報を活用した改良品種の開発に貢献した。また迅速増殖技術の開発を通じて、良質

種苗へのアクセス向上にも取り組んだ。これらの成果は、今後、アフリカにおける食

料の安定供給や農家の所得向上、気候変動に対応した持続可能な農業の発展に貢献

することが期待。 

 

受賞者名（敬称略） 

（年齢、性別、国籍） 

Bappa DAS 

バッパ・ダス 

（36 歳、男性、インド） 

所属 インド農業研究評議会 

国立土壌調査・土地利用計画局 

業績名 リモートセンシングおよび人工知能を活用したデジタル

技術の開発・実装による持続可能な天然資源管理と気候

スマート農業の推進 

【業績概要】 

AI やリモートセンシングなどを活用し、各種土壌特性や作物の環境ストレス、病

害虫の分布及び作物の収量予測等を効率的に把握するための各種ツールを開発し

た。これらの成果は、今後、農業の生産性向上と資源の効率的な利用や、気候変動に

対応した精密農業技術の広域展開に貢献することが期待。 

 

受賞者名（敬称略） 

（年齢、性別、国籍） 

Valentina Rocio CORDOVA-ALARCON 

バレンティナ・ロシオ・コルドバ・アラルコン 

（34 歳、女性、チリ） 

所属 チリ大学 

業績名 魚粉のトレーサビリティと真正性の確保に向けた研究 

－ 世界に流通するチリ産魚粉中の魚種同定を目的とし

た CRISPR-Cas・DETECTR 統合システムの開発と評価 － 

【業績概要】 

従来、魚粉等の高度に加工された水産製品では DNA の断片化により魚種判別が困

難であったが、最新の遺伝子解析技術を活用し、複数魚種由来の魚粉について、原料

魚種を迅速かつ高精度に識別する手法を開発した。これらの成果は、今後、食品偽装

の防止や違法漁業対策等への活用が期待。 

 


